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研究成果の概要（和文）：本研究では，自治体基盤のデータベースプロジェクトであるLIFE Studyにおいて収集
しているレセプトデータ等に行政・学会・医療施設が保有する詳細な患者レジストリデータをリンケージしたデ
ータベース開発に関する研究を行った．その結果，死亡票を用いた死因別の解析，救急搬送データを用いた重症
度別の解析，歯科健診データを用いた全身の健康状態に及ぼす影響の解析が実施可能になった．本研究により各
DBが相補的・相乗的な効果を発揮し，住民単位で詳細データをレセプトデータと統合可能な他に例のない稀有な
データベースの開発に成功した．

研究成果の概要（英文）：This study explored the development of a database that links detailed 
patient data held by administrative agencies, scientific societies, and medical facilities with 
prescription data collected in the LIFE study, a local government database project. As a result, it 
was possible to perform analyses based on death certificates by cause of death, analyses by severity
 using emergency transport data, and analyses of the impact on overall health using dental 
examination data. This research demonstrated that each database could have complementary and 
synergistic effects, and successfully developed a unique database that integrates detailed 
individual-level data with prescription data.

研究分野：データベース医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国は現在，行政・学会・医療施設等が保有するビッグデータを個人単位でリンケージ可能な環境整備を目指して
とりくんでいる．しかしながら，他国に比して，我が国のデータベース開発は遅れを取っている．本研究では国
に先行してデータベース開発を行うことで，(1) データリンケージによる新たな学術的・社会的価値の創出し，
(2) データリンケージ研究のノウハウを蓄積した．(1)は国民がデータリンケージによってどのような恩恵を得
られるのかを理解する上で重要な情報として活用可能である．(2)は国家的データベースが開発された際に効果
的・迅速的に利活用する際に貢献することができる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

１．研究開始当初の背景 

超高齢社会が到来するなかで，革新的な医療技術が相次いで登場している本邦においては，社

会保障制度の持続可能性の確保は国家的課題である．その解決の糸口として期待されているの

が，医療ビッグデータを活用したデータヘルス改革である． 

我が国において活用可能性が期待されている医療ビッグデータは以下が挙げられる： 

① ナショナルデータベース（NDB）：国民全体を網羅するなど代表性は高く，疾病罹患後の受診

状況を観察できるなど追跡可能性は高いが，臨床情報が極めて少ない 

② DPC データ：急性期患者の代表性は高く，臨床情報が一部含まれているものの，急性期病院

退院後の予後を追跡できない 

③ 疾患レジストリ：対象疾患の代表性は高く，詳細な臨床情報が含まれているものの，予後評

価は主要アウトカムに限定され，詳細な診療プロセス情報が少ない．また予後評価のためのモ

ニタリングコストに巨額の費用を要する． 

既存の各データベースには『代表性』『追跡可能性』『臨床情報』に一長一短があり，これを克

服するためには各データベースを個人単位で突合させる必要がある．しかしながら，これまでは

以下の課題があるために，データベース間のリンケージはなされてこなかった． 

(1) NDB は外部データベースとのリンケージを認めていない 

(2) DPC データは疾患レジストリとのリンケージは可能であるものの，リンケージしたとして

も，退院後の十分な予後評価ができないなど『追跡可能性』の課題は解決されない 

(3) 各種データベースの患者識別 ID はそれぞれ異なっているため，決定的リンケージによる

突合を実施できない 

そこで，本研究では，『代表性』『追跡可能性』『臨床情報』を備えたデータベースを開発する

ために，地方自治体が保有する国民健康保険加入者および後期高齢者の診療報酬明細情報（以下，

レセプトデータ）と行政・学会・医療施設等が保有する疾患レジストリのリンケージを行う．ま

た，データベース間のリンケージ手法としては確率的リンケージ手法も採用する． 

データヘルス改革推進に向けて，レセプトデータとレジストリデータをリンケージすること

は，住民の健康アウトカムの改善に直接的に貢献可能なエビデンスを創出するのに決定的に重

要になる．詳細な臨床情報別に悉皆的かつ網羅的に患者を追跡し，アウトカム評価が可能なプラ

ットフォームの創出が強く求められている． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，自治体単位で収集するレセプトデータと住民情報のデータベース（LIFE 

Study データベース）に，国・大学・学会・基幹病院が保有する疾患別レジストリデータ等を個

人単位でリンケージし，多目的・多領域・多疾患的にデータ駆動型臨床疫学研究を推進するため

のプラットフォームを開発することである． 

研究代表者達は 2019 年度より，Longevity Improvement & Fair Evidence Study（LIFE Study）

を立ち上げ，福岡県内を中心に各自治体の国民健康保険加入者，後期高齢者，生活保護受給者の

全例を対象に，保健・医療・介護・行政データを蓄積させ，個人単位で突合する DB を構築して

きた．LIFE Study により，行政が実施する保健事業（生活習慣病重症化プログラムやがん検診

など）や介護予防事業の有効性および経済性の解明が期待されている．一方，本提案研究が目指

していることは，LIFE Study に，疾患詳細情報などをリンケージさせることで相補的・相乗的

な効果を引き起こし，データ駆動型臨床疫学研究を飛躍的に発展可能なプラットフォームを開



発することである． 

 

３．研究の方法 

【研究①死亡票とのリンケージ】 

本研究では高齢者肺炎球菌ワクチン接種と死亡との関連を評価することを目的とした．自治

体の国保健康保険及び後期高齢者医療レセプト，ワクチン接種記録，住民基本台帳データ，死亡

票を用いた．死亡票は統計法に基づいて厚生労働省から申請し，データ取得した．2017 年 10 月

から 2019 年 12 月までの 65，70，75，80，85，90，95，100 歳になる者を医療レセプトから同定

し，ワクチン接種記録から PPSV23 接種者群と非接種者群を同定した．非接種者群は接種者群の

ワクチン接種日時点ごとに年齢，性別，自治体を一致させ 1:1 マッチングを行い無作為抽出した

者とした．死亡は住民基本台帳及び死亡票から肺炎死亡日と全死亡日を同定した．PPSV23 接種

と死亡との関連を評価するために，ワクチン接種日から死亡日までの期間を目的変数，ワクチン

接種有無を説明変数，性，年齢区分，接種日前 6か月間の併存疾患及び医療費を共変量とし Cox

比例ハザードモデルを用いて分析を実施した． 

 

【研究②救急搬送データとのリンケージ】 

本研究は LIFE Study に参加する 1自治体から，2016 年以降（2016 年 4 月～2021 年 12 月）の

救急搬送データと住民基本台帳データを収集し，個人単位で統合したデータベースを使用した．

解析対象者は当該自治体の全市民である．救急搬送データから，搬送時に判定された重症度に関

するデータを取得した．重症度のカテゴリーは以下の通りである：重篤，重症，中等症，軽症．

一方，住民基本台帳データからは，死亡年月日データを取得した．救急搬送時における重症度判

定別の 5 年生存率を評価した． 同一人物が複数搬送されている場合は，初回の搬送イベントを

対象にした．なお，重症度判定が不明なデータは解析から除外した．解析はカプランマイヤー曲

線ならびに Cox 比例ハザードモデルを用いて実施した． 

 

【研究③QOL とのリンケージ】 

本研究は LIFE Study に参加する１自治体から，2022 年度の EQ-5D-5L データを収集した．デ

ータ収集は，国民健康保険加入者を対象に実施された特定健診時の健診会場において，EQ-5D-5L

の調査票を配布し回答を得た．さらに，当該自治体の 2022 年度の特定健診データ・医療レセプ

トデータを収集し，個人単位でリンケージした．それにより，保有している慢性疾患が住民 QOL

に及ぼす影響，住民 QOL が医療費に及ぼす影響について，特定健診データ・医療レセプトデータ

から取得可能な共変量で調整した多変量解析を実施した． 

 

４．研究成果 

【研究①死亡票とのリンケージ】 

ワクチン接種群，ワクチン未接種者群ともに対象者は 55,509 人であった．肺炎死亡者数はワ

クチン接種群 11 人(0.02%)，ワクチン未接種者群 16 人(0.02%)，全死亡者数はワクチン接種者群

256 人(0.5%)，ワクチン未接種者群 544 人（1.0%）だった．Cox 比例ハザードモデルによる回帰

分析の結果，ワクチン接種群は未接種群と比べ肺炎死亡率は低くなったものの有意差はなかっ

た(adjusted HR:0.70，P=0.374)．一方，全死亡率においては，PPSV23 接種群は未接種者群と比

較し有意に低くなった(adjusted HR: 0.52，P<0.001)． 

本研究で高齢者肺炎球菌ワクチン接種は肺炎死亡率とは関連が見られなかったが，全死亡率



を低下させることを明らかにした. 

 

【研究②救急搬送データとのリンケージ】 

解析対象患者数は 98649 例であり，平均年齢は 61.5 歳，男性割合は 48.9％であった．重症度

別の対象者数は，重篤：1592 例（1.61%），重症：3182 例（3.23%），中等症：35534 例（36.0%），

軽症：58341 例（59.1%）であった.  5 年生存率は，解析対象全体で 69.0％であった．重症度判

定別では，重篤：5.09%，重症：49.6%，中等症：55.5%，軽症：80.1%であった． Cox 比例ハザー

ドモデルによる解析の結果，軽症群に比べた死亡のハザード比（95%信頼区間）は，重篤：43.0

（40.6-45.6），重症：2.95（2.78-3.12），中等症：1.98（1.92-2.03）であった．   

本研究の結果は，救急搬送時の重症度評価が患者の長期的な生存率と密接に関連しているこ

とを示しており，その評価の妥当性を裏付けている．これは救急搬送を担当する消防隊の判断が

適切であることを示す貴重な証拠である．今後はこの結果をもとに，救急医療の改善に向けた取

り組みを推進することが期待される．  

 

【研究③QOL とのリンケージ】 

2022 年度の EQ-5D-5L データは約 2000 名から収集することができた．2024 年 3 月に 2022 年

度の特定健診データおよび医療レセプトデータを収集し，リンケージまでを完了した．2024 年

度に，保有している慢性疾患が住民 QOL に及ぼす影響や住民 QOL が医療費に及ぼす影響につい

ての解析結果を報告予定である． 
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